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研究成果の概要 

課題 1 (個人情報の同意取得)に関しては，利用者の技術用語や個人情報保護法に対する理

解の度合い，また、プライバシーポリシーにおける技術用語の利用が同意取得に与える影響につ

いて，362名の利用者に対して大規模な調査をおこなった(業績 1)．本発表は，CSS2023優秀論

文賞，UWS優秀論文賞を受賞している． 

課題 2 (匿名化ベンチマーク)に関して，公開データを用いた匿名化コンテスト PWS Cupで用い

た有用性と安全性指標を提案した．本論文(業績 2)は，情報処理学会論文誌ジャーナル特選論

文を受賞し，高く評価されている．  

課題 3 (差分プライバシー匿名化)では，列独立の摂動化データに対する秘匿クラスタリング技

術を適用し，相関の強さに応じた同時確率推定を行う多次元データの局所差分プライバシー方式

を提案している(業績 3)．また，決定木学習において枝刈りの匿名化への効果に着目し，属するデ

ータ数が少なく識別リスクが高くなる葉を剪定することで，差分プライバシーを満たすことができるこ

とを示した(業績 4)．業績 5)のジャーナル論文では，局所差分プライバシーにおける潜在的な脅

威である悪意を持つ加工者によるポイズニング攻撃に着目し，暗号プロトコルと EMアルゴリズムを

適用して安全性を向上できることを報告した．業績 6)のジャーナル論文は，課題 3.3の連携学習

に関する成果であり，当初 2024年度から着工の予定だったが，前倒しで成果を出している． 
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